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１．施設定期検査について

（１）施設定期検査※1(核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 第43条の3の15など)

施設定期検査は、特定重要発電用原子炉施設
※2

を設置する者が、原子力規制
委員会規則で定める時期

※3
ごとに、原子力規制委員会が行う検査を受けなけ

ればならない

施設定期検査は、特定重要発電用原子炉施設について、事業者が行う定期事
業者検査に立ち会い、又はその記録の確認により実施

施設定期検査項目は、法令
※4

で定めた項目について実施（別紙１参照）

施設定期検査は、国の原子力施設検査官が実施

※１：当該検査は、原子力利用における安全対策の強化のための核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法
律等の一部を改正する法律（平成２９年法律第１５号。以下「改正法」という。）が施行される前に終了した検
査であることから、改正法による改正前の法に基づき実施したもの。

※２：① 原子炉本体、核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設、原子炉冷却系統施設、計測制御系統施設、

放射性廃棄物の廃棄施設、放射線管理施設、原子炉格納施設及び非常用電源設備

② 蒸気タービン本体（タービン本体、主要弁、復水器及び管）、蒸気タービンの附属設備（熱交換器、

冷却塔、給水ポンプ、管、蒸気だめ、安全弁及び逃がし弁）

※３：現在の発電用原子炉施設は、施設定期検査が終了した日以降十三月を超えない時期

（このほか十八月、二十四月の規定があるが、適用されている発電用原子炉施設はない。）

※４：実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則 第４７条第１項第１号から第５号



２．施設定期検査の概要
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【分解検査】

機器等を分解し、亀裂、変
形及び摩耗等の有無を確
認

【供用期間中検査】

非破壊試験等により、機器
等の内外表面及び内部欠
陥の有無を確認

【機能・性能検査】

作動試験、試運転等により、
機器単体又は系統の機能・
性能を確認

【総合負荷性能検査】

発電用原子炉施設の運転
を行い、運転状態が正常で
あり、各種パラメータが妥当
な値であることを確認

特定重要発電用原子炉施
設に係る定期事業者検査

（概要）

ＰＷＲ原子力発電所主要系統概略図
【出典】ATOMICAより

立ち会い
又は

記録（全数）
を確認

施設定期検査

【事業者】 【原子力規制委員会】



３．川内原子力発電所第２号機の施設定期検査について
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（１）施設定期検査申請書の受理

九州電力株式会社から、令和元年１０月１８日から令和２年１月２
３日までの期日において第２３回施設定期検査を受けたい旨の申請
を、令和元年９月１７日に受理

（２）施設定期検査の実施

施設定期検査は、新規制基準で新たに追加になった検査項目を含め
九州電力株式会社から申請のあった定期事業者検査項目について令
和元年１１月１３日から令和２年１月２３日まで実施（詳細は、別
紙２参照）

（３）施設定期検査終了証

川内原子力発電所第２号機に係る施設定期検査を実施した結果、終
了と認められることから令和２年１月２３日に九州電力株式会社へ
終了証を交付


















